
１ 利活用の推進・多様なサービス 

 

 

３５ 
そらいろ図書館 
～発達に課題を持った子どもたちに、休館日の図書館を開放～ 
静岡県 藤枝市立駅南図書館 

 

 基本データ    テーマ・活動のねらい等  
 
所在地 静岡県藤枝市前島１丁目

７－１０ BiVi 藤枝 3 階 

職員数 28 人 

うち司書数 14 人 

蔵書数 約 320,000 冊 

利用登録者数 約 131,600 人 

年間貸出冊数 約 620,000 冊 

（児童用図書貸出数約 270,000 冊） 

  
【テーマ】バリアフリーの取組 

【活動のねらい】 

 発達に課題があり、日頃図書館へ訪れることの少ない幼児、児童及
び生徒とその保護者を休館日の図書館へ招待し、自由に楽しく本と
触れ合う機会を提供し、図書館利用者のすそ野を広げる。 

 

 
 
 

【対象】 

 市内児童発達支援センター等に通う発達障が

いの幼児・児童・生徒とその保護者。 

【頻度・時期】 

 図書館の休館日を申し込み可能としているが、

2018 年度は５回の開催であった。 

 参加者数 子ども 45 人、保護者１人、職員 22

人、１回１時間程度。 

【内容】 

 発達に課題を持った子どもたちに、休館日の図

書館を開放し、気兼ねなく図書館を体験しても

らう事業。 

 図書館内散策（案内）、読み聞かせ、手遊び等、

中高生のうち希望者にカウンター体験等 

【その他】 

 会場までの交通手段については各施設で用意

いただいた。 

そらいろ図書館 

 

 
 

 

 子ども発達支援センターに相談し、対象の施設

を絞って始めた。 

 発達に課題のある子どもたちなので、図書館側

の対応についてアドバイスをいただきながら、

事業を進めている。 

 対象について就学前の乳幼児としたが、参加が

少なかったので、放課後支援施設に声をかける

ことで高校生までの参加となった。 

 開催時期も拡大したところ、夏休み期間の申し

込みが増えた。 

 
 

 
 

 施設の子どもたちや保護者、職員に好評を得て

いる。 

 数字としてあらわすのは困難であるが、図書館

利用に結びついている感触はある。 

 対象や開催日の拡大をしているが、参加が目に

見えて増えていないのが課題である。 

 

 

 

 
 
 
 

取組・活動の概要 取組・活動の工夫や特徴 

取組・活動の成果や今後の展望 


